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Abstract One of the alpine butterflies, Erebia niphonica is distributed on some high mountains 
in central and northern Japan. It is found in some particular habitats in the alpine and 
“pseudo-alpine” zone of the high mountains in northern Honshu. In the first paper the authors 
aimed to examine the floral communities of the habitat of Erebia niphonica based on a field 
survey. A total of over 100 sites of the habitats is recognized, and it emerges that these habitats 
are located on five particular floral communities. In this second paper it is also studied that the 
relations of the vertical distribution pattern of Erebia niphonica and vegetation zone lacking the 
subalpine coniferous forest in the regions of heavy snowfall on the Sea of Japan side of northern 
Honshu, on the basis of ecological angle. Horizontal distribution of Abies mariesii, a major 
tree in subalpine coniferous forest and Erebia niphonica is also discussed. 
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L はじめ に 


東北 地方 の ベニ ヒ カ ゲ , Erebia niphonica Janson (Fig. 14) ti, 早 池 峰山 系 を 除き いずれ も 日 本 海 に 直面 
する 多 雪 地帯 の 山々 に 分 布 し て いる . それ ら の 山々 で は オオ シラ ビ ソ な ど 亜 高山 針葉樹 林 帯 を 欠き , 
ブナ 林 帯 の 上 部 で は ミヤ マナ ラ , ミヤ マハ ン ノ キ な ど 和 媛 性 落葉 広葉 樹 が 高木 限界 を 形成 し ハイ マツ 帯 
に 接し て いる . この よう に 亜 高山 針葉樹 林 帯 を 欠く 山々 の 高木 限界 より 上 の 地帯 は , 高山 帯 よ り も 低 
い 標 高 に 位置 し な が ら ハ イマ ツ や 高山 性 草原 が 広がる な ど 高 山 的 景観 を 星 す る 事 か ら 「 億 高山 帯 ] と も 
呼ば れ , 東北 地方 の ベニ ヒ カ ゲ の 主要 な 生息 地 と な っ て いる . 


一 方 , 中 部 山岳 地方 の ベニ ヒ カ ゲ は 標高 1.500-2.000 m 前 後 の 主 と し て 沢 沿い に 点 在 する 高 茎 草原 , ダ 
ケ カ ン バ 林 な ど が 疎 林 を 形成 する 標高 2.500 m 前 後 の 森 林 限 界 付近 の 草原 . お よび それ より 上 部 の 高 
山 性 お 花畑 に 生息 し て いる . 


第 1 報 (中 谷 ・ 北 川 , 2000) で は ベニ ヒ カ ヵ カゲ の 生息 地 と 植物 群落 の 関係 に つい て 考察 し た が , 本 報 で は 中 
部 山岳 地方 を 含む 約 690 個所 の 生息 地 に つい て その 垂直 分 布 の 上 下限 を 調査 し , 東北 地方 と 中 部 山岳 
地方 の 比較 を 通し て 東北 地方 の 生息 地 の 特 殊 性 を 検討 し た . その 結果 , 東北 地方 に お ける ベニ ヒ カ ゲ 
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の 生息 地 の 下 限 標高 は , 中 部 山岳 地方 と 比較 し て 相対 的 に 高い 標高 で 規制 きれ て お り , その 要因 が 亜 
高山 針葉樹 林 帯 の 存在 と 強く 関連 する 事 を 明らか に し た . また 亜 高山 帯 針葉樹 林 の 主 な 構成 樹種 で あ 
る オオ シラ ビ ソ と ベニ ヒ カ ゲ の 分 布 上 の 関連 に つい て も 考察 し た . 


2. 分 布 域 の 標高 


本 州 に お ける ベニ ヒ カ ゲ の 分 布地 約 690 個所 (中 谷 , 2000) の うち , 分 布 の 上 下限 標高 の 分 か っ て いる 
主要 な 約 350 個所 の 山 の 標 高 , 生息 域 の 上 下限 と 緯度 の 関係 を プロ ッ ト し た も の が Fig. 15 CHS. た 
だ し 文献 上 の 記録 で は 少数 の 個体 が 得 ら れ た だ け の 偶 産 的 な 例 と 判断 で きる も の は 除い て いる . 


(1) 生息 地 の 下 限 (分 布 の 下限 線 ) 
各地 に お ける 生息 地 の 下限 は 次 の 通り で ある . 


奥羽 山脈 上 : 焼 石山 系 経塚 山南 西方 鞍部 (1,180 m), 和賀 山系 甲山 (930 m: Fig. 5) な ど 

東北 地方 日 本 海 側 : ARES LUA PRIZE (1,440 m), 朝日 山系 祝 瓶 山 (1.280 m), 月 山 の 石 跳 沢 源流 (1,300 
m, 武田 隆 氏 私 信 ), 鳥海 山 八丁 坂 (1.350 m, 川辺 愛 徳 氏 私 信 ) な ど 

東北 地方 太平 洋 側 : 早 池峰 山 コ メガ モリ 沢 頭 垢 離 (1,200 m, 中 谷 充 氏 私 信 ) 

上 越山 系 : 利根 川上 流 矢 木沢 源流 部 (1,350 m), 檜 倉 山 一 赤羽 沢 間 の 草 付 き (1,300 m 付近 か ら 上 部 ) な 
ど 沢 沿い に 低 所 の 記録 が ある . 入線 部 で は 清水 峠 の 群馬 県 側 南 面 草地 (1,400 m 前 後 ) な ど . ( い ず 
れ も 布 施 英明 氏 私 信 ). 越後 三山 八海山 の 尾根 沿い で は 標高 1,600 m 付近 か ら 見 られ る が , この 山 
系 の 沢 筋 は アバ ラン チ ・ シ ュー ト と 呼ば れる 雪崩 で 繰り 返し 表土 が 削ら れ た 地形 で 岩肌 の 露出 し 
た と ころ が 多く , 沢 沿い な ど で さ ら に 低い 標高 まで 生息 し て いる 可能 人 性 が ある 

信越 ・ 上 信 山 系 : 詳細 な 記録 を 欠く が 菅平 牧場 (1.500 m) が 低い 

八ヶ岳 : 海 の 口 自然 卿 (1.530 m) な ど 山 薦 に 開発 され た 林道 や 別荘 地 な どの 人 工 的 な 環境 に 沿っ て 低 
所 まで 分 布 を 広げ て いる (Fig. 8) 

南ア ルプ ス : 東俣 (1,550 m), 西 俣 (1.480 m), 白倉 川上 流 (1,400 m) な ど 沢 沿い に 1,500 m 前 後 ま で 下 
降 








中 央 アル プス : 南端 の 床 浪 林 道 (1.580 m)，( 驳 旅 天 伊那 侧 中 御所 谷 (1450 m) の 記録 が ある が 通常 は 
ロー プ ウ ェ イ 薦 駅 (1,662 m) 付近 まで で あり 確認 で き な い の で 除く ) 

北ア ルプ ス : 赤谷 山 白萩 川 源流 (1,200 m), MEERA (1,200 m)， 八 方 尾 根 北 斜面 (1.200 m) な ど Ra 
ずれ も 西村 公夫 氏 私 信 ) 

白山 山系 : 湯 ノ 谷 川 源流 部 (1.300 m 前 後 ) (久慈 一 英 氏 私 信 ) 


(2) 分 布地 の 山頂 標高 の 下限 (山の下 限 線 ) 
次 に 各 山 系 に お いて ベニ ヒ カ ゲ の 分 布 す る 山々 の 中 で 最も 標高 の 低い 山 を みて みよ う . 


東北 地方 で は , 飯豊 山系 三国 岳 (1.644 m), 大 石山 (1,567 m), HAW KAOAAL (1,417 m), 天狗 角 力 取 
山 (1,397 m), 焼 石山 系 の 白子 森 (1.200 m), 早 池 峰山 系 の 鶏頭 山 (1,427 m), 和賀 山系 の 薬師 呈 (1,218 
m) な ど で 甲 山 (1.013 m) が 際立っ て 低い . な お 鳥海 山 と 月 山 は 大 局 的 に は 単 一 峰 と 見 な せる の で 除外 
し て いる . 


中 部 山 績 地方 で は 南ア ルプ ス 南 端 の 白倉 山 (1.852 m), 御所 山 (1,892 m), 入 笠山 (1.955 m), 白山 山系 
の 銚子 ケ 峰 (1,810 m), 野谷 荘司 山 (1.797 m), 信越 山系 の 弁天 山 (1.650 m), 上 越山 系 の 三国 山 (1.636 
m) 三ツ石 山 (1.586 m), 八海山 (L778 m) な ど が 標高 の 低い 山々 で ある . 


3) 高 標高 の 生息 地 


高い 方 の 限界 で は , 南ア ルプ ス 悪 沢 語 の 東西 両側 の 和 楼 線 部 , 標高 3.080 m 附近 に 安定 し た 発生 地 が あり 
を 含む 多く の 個体 を 観察 し て いる (Fig.6: HA, 2001). また 北ア ルプ ス で は 槍ヶ岳 北 鎌 尾根 (3,000 
m) に 生息 地 が ある と いう (西村 公夫 氏 私 信 ). 一 般 に は 標高 2.500-2,600 m 以上 の 高山 帯 の お 花畑 で の 
発生 地 は 少な く , この 辺り が 分 布 の 上 限 と 考え られ る . 

上 で 述べ た (⑪), (2) の グラ フ を 描い て みる と Fig.15 に 示す よう に , 越後 三山 付近 を 境 と し て その 南北 


で 著しく 様相 を 異 に する 事 が 分 か る . まず ベニ ヒ カ ゲ の 分 布 の 下限 は 東北 地方 で は ほぼ 緯度 の 高き に 
沿っ て 暫時 低く な っ て いる の に 対し て , 中 部 山岳 地方 で は 緯度 と の 相関 が 全く 見 られ な い . また , ベニ 
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ヒ カ ゲ の 分 布 する 山 の 各 緯 度 に お ける 最低 標高 (山の下 限 線 ) と , 同じ く 各 緯度 で の 生息 域 の 下限 を 
連ね た 線 (分 布 の 下限 線 ) は , 東北 地方 で は 100 m 弱 の 隔たり し か 見 られ な い の に 対し て , 中 部 山岳 地 
方 で は 約 400-500 m の 隔たり を 持っ て いる . 東北 地方 の 一 部 岩 壁 の ある 山々 で きら に 下方 で 生息 地 が 
発見 され る 可能 性 は ある が , この 傾向 が 崩れ る 事 は な いと 思わ れる . 


3. 分 布 の 下限 と 暖か さ の 関係 


Fig. 15 に 示す よう に 分 布地 の 下限 線 は 緯度 の 高 さ と 直線 的 な 相関 が な いた め 温 度 要因 と は 関係 が な い 
こと が 推察 で きる が 具体 的 に 検証 する . 


ここ で は 温度 因子 と し て , 山地 帯 と 亜 高 山 帯 の 境界 と 密接 な 相関 が ある と し て 提唱 きれ た 暖か さ の 指 
数 45 度 (45WT) を 採用 し . その 点 が 各 緯 度 お よび 地理 的 位置 に お いて どの よう な 標高 を 占め る か を 調 
べ て みる . 


理想 と し て は ベニ ヒ カ ゲ の 各 生 人 息 地 の 平均 気温 を 実測 し , ある い は 実測 し た デー タ が 入手 で きる こと 
が 望ま し い が 現 実 的 に は 不可 能 で ある . 暖か さ の 指標 と ベニ ヒ カ ゲ の 分 布 下限 と の 関係 を マク ロ に 提 
えよ うと する 本 論 で は , 観測 点 の 資料 が 多い こと か ら も 次 善 の 方 策 と し て 気象 庁 発 行 「 全 国 気温 資料 
の 月 別 累 年 平均 値 か ら 各 観 測 点 の 標高 と 月 別 平均 気温 を 知り , 気温 通 減 率 0.6C/100 m を 用 いて , AA 
測 点 の 45WI 面 に 相当 する 標高 を 計算 し た 梶 (1982) の デー タ を 参考 に し た . 梶 は 前 記 資 料 の 1958 年 
版 (1916-1950 年 の 35 年 間 , 1486 個所 ) を 用 いて いる が ., 1967 年 版 (1926-1960 年 の 35 年 間 ) で 数 箇所 
の 検証 を 行っ た と ころ 0.2-0.3*C 程度 の 差 が ある の み で 実用 上 差異 が な い の で 梶 の デー タ を その まま 用 
いた (1967 年 以降 は 同類 の 資料 は 発行 され て お ら ず , 気象 庁 年 報 が 代用 きれ て いる が 観測 点 が 154 个 
所 と 少な く 不 適切 で ある ). 


梶 に よれ ば , 指標 を 算定 する メッ シュ の 大 き さ は 各区 画 に 含ま れる 観測 点 の 数 を 考慮 し て 緯度 20'x 経 
E 30' に 定め , 同一 メッ シュ 内 の 各 観 測 点 の 平均 値 を その 代表 値 と し て いる . この よう に し て 求め た 各 
メッ シュ 毎 の 45WI 指数 を Fig. 16 に プロ ッ ト し て いる . 図 に 見 る よう に 45sWI 面 の 高き は , 日 本 海 側 
と 太平 洋 側 , ある い は 海岸 部 と 内 陸 部 な ど 地 域 の 違い に よっ て 同一 緯度 上 で も その 値 を 異 に する が , 
ベニ ヒ カ ゲ の 分 布 の 下限 線 は 暖か さ の 指標 45WI と 相関 が な い 事 が 明らか で あり , 温度 以外 の 要因 に 
よっ て 規制 され て いる 事 を 示唆 し て いる . 








4. ベニ ヒ カ ゲ の 生息 下限 を 規制 する 要因 


東北 地方 に お ける ベニ ヒ カ ゲ の 生息 下限 が 中 部 山岳 地方 と 比較 し て 相対 的 に 高い と ころ に と ど ま っ て 
いる 要因 を 考察 する た め , 東北 地方 と 中 部 地方 の 沢 沿い に 生息 状況 を 調査 し た 一 例 を Figs 17a, 17b に 
示す . 和賀 山系 朝日 岳 の 北西 に ある 部 名 垂 沢 に お ける 北川 の 調査 (1992, 1993, 1994 年 ) に よれ ば , Fig. 
17a に 示す よう に 沢 の 入口 (標高 約 300 m) か ら 二 又 と 呼ば れる 沢 の 分 岐 (標高 850 m) 付近 まで は 
ずっ と ブナ な どの 高木 が 続く . 滝 の 連 な る 標高 1200 m まで の 間 で は 次 第 に 樹高 が 低く な り 標 高 1.000 
m 付近 で 瀧 木 帯 , 標高 1,240 m 付近 で よう や く 偽 高山 帯 草原 と な り , それ より 低い 所 に は 草原 は 見 られ 
な い . 詰め 上 げ の 尾根 は 標高 1260 m で ある の で , その 草原 帯 の 垂直 幅 は わずか に 20m に 過ぎ な い . 
部 名 垂 沢 は 朝日 岳 か ら 北 に 派生 する 尾根 に 詰め 上 が っ て いる が , 朝日 后 に 直接 詰め 上 げ る その 他 の 沢 
で は , 生保 内 沢 で 1.150 m, 朝日 沢 で 1.250 m, 堀内 沢上 流 マ ンダ ノ 沢 で 1,300m か ら そ れ ぞ れ 偽 高山 帯 
革 原 と な っ て お り , これ ら の 標高 を 結ぶ 山頂 付近 一 帯 に ベニ ヒ カ ゲ が 広く 生息 し て いる . 


中 部 山 績 地方 の 一 例 と し て 中 央 アル プス 駒 ヶ 病 東方 の 大 田 切 川上 流 黒川 に お ける 中 和 谷 の 調査 (1997, 
1999, 2000 年 ) に よれ ば , Fig. 17b に 示す よう に 標高 1940 m まで は ブナ な ど 和 落葉 広 葉 樹 が 優 占 し レ 一 部 
針葉樹 が 混 変 , 標高 L940 m 付近 か ら 2,250m 付近 まで オオ シラ ビ ソ な ど 針 葉 樹林 の 高木 が 茂り . それ 
以 高 で は 針葉樹 は 潤 次 低木 と な り カ ン バ 類 の 広葉 樹 が 混じる . 標高 2.340 m の 馬の背 分 岐 付近 で は 再 
び 針 葉 樹 の 高木 が 現れ る が , すぐ に 樹高 は 低く な り 2,380 m 付近 か ら は カン バ 類 が 優 占 す る 林間 に 草 
原 が 続く よう に な り 標 高 2.500 m 付近 が 高木 限界 と な っ て , それ 以 高 は ハイ マツ が 点 在 する 砂 確 地 と 
高山 性 草原 が パッ チ 状 に 入り 変じ る よう に な る . ベニ ヒ カ ゲ は 針葉樹 林内 の 標高 1.940 m 付近 , 2,100 m 
付近 , 2,120 m 付近 と , ダケ カン バ が 優 占 す る 標高 380 m 付近 , 森林 限界 を 越え る 草原 の 標高 2.640 m 
付近 に それ ぞ れ 分 布 し て いる . この よう に 黒川 の 例 で は 標高 1940 m 付近 で 針葉樹 が 優 上 右 す る 樹林 帯 
に な る と すぐ に 林間 に 草原 が 現れ ベニ ヒ カ ゲ が 見 られ る よう に な り , 林道 に 沿っ て 川下 側 へ 拡散 し て 
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Figs 1-8. Various habitats of Erebia niphonica in Honshu. 1. Coniferous forest above the 
Betula ermanii forest; Mt Bessan, Akadani (alt. 2,000m) in Mts Hakusan. 2. 
Subalpine coniferous forest are scattered; NE ridge of Mt Iwasugeyama (alt. 2,250-2,330 
m) in Mts Shin-etsu. 3. Grass land on windward slope of the pass under forest limit; 
SW slope of Ookawara pass (alt. 1,990-2,100 m) in Mts Yatsugatake. 4. Grass land on 
leeward slope of the pass under forest limit; Sanpuku pass (alt. 2,560-2,580 m) in 
Southern Alpes. 5. The lowest habitat; Col between Mt Kabutoyama and Mt Oo- 
kabuto (alt. 930 m) in Mts Waga, background is E slope (alt. 930-970 m) near the summit 
of Mt Kabutoyama. 6. The highest habitat; E ridge on Mt Warusawadake (alt. 3,080 
m) in Southern Alpes. 7. The northernmost habitat; SE slope of Mt Shitonaimokko 
(alt. 1,230 m) in Mts Waga. 8. Habitat in developed surroundings; Uminokuchi (alt. 
1,550 m) at the E foot of Mts Yatsugatake. 
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Figs 9-13. Some mountains not inhabited by Erebia niphonica in Northern Honshu. 9. Mt 
Iwakisan (photo by Mr M. Ishibashi). 10. Mt Idodake in Mts Hakkodasan (photo by 
Mr M. Ishibashi). 11. Mt Hachimantai (photo by Mr N. Asou). 12. Mt Higashikuri- 
komayama in Mts Kurikoma (photo by Mr M. Hosaka). 13. Mt Hunagatayama (photo 
by Mr M. Ishibashi). 

Fig. 14. Erebia niphonica (photo by Mr H. Matsuyama). 


いる 個体 も 観察 で きる . 


これ ら の 例 に 見 る よう に , 中 部 山岳 地方 で は 針葉樹 林内 の 沢 沿 い の 草 付き が ベニ ヒ カ ゲ の 分 布 下 限 に 
な っ て いる の に 対し て , 東北 地方 で は 偽 高 山 帯 草原 より 低 標 高 を 占め る 瀧 木 帯 に その よう な 草 付 き が 
見 られ な い 事 が 原因 し て いる 事 は 明らか で ある . 


中 部 山 語 地 方 で 分 布 下限 を 支え て いる 沢 沿い の 草原 は , いずれ も 亜 高山 針葉樹 林 帯 に 存在 レブ ナ 林 帯 
に は 見 られ な い . これ は 針葉樹 と 広葉 樹 の 生態 的 な 相違 に 基づく 要素 が 大 きい . つま り 沢 沿い の 出水 
や 雪 衣 に 常に さら きれ た 表土 の 不安 定 な 環境 で は 針葉樹 は 生育 し 難 に ね の に 対し て , 広葉 樹 は その よう 
に 不安 定 な 土壌 に も 樹 形 が 曲っ た 形 で 適応 で きる た め , 沢 沿 い に 荒地 が 生じ て も 短期 間 の 間 に 準 木 で 
覆 わ れ ベ ニ ヒ カ ゲ の 生息 を 支え る よう な 草原 が 存続 で き な い 事 に 因 っ て いる . 


東北 地方 の ベニ ヒ カ ゲ が 分 布 す る 山々 で は , 亜 高 山 帯 の 針葉樹 を 欠く た め プ ブナ 林 に 続い て ミヤ マナ ラ 
な どの 落葉 広葉 樹 の 準 木 帯 が あっ て , それ が ハイ マツ 帯 に 直接 接し て いる . その た め 沢 筋 で も 潤 木 に 
覆 わ れ て ベニ ヒ カ ゲ が 生息 で きる よう な 草原 が 一 般 に は 存在 し な い . そし て ミヤ マナ ラ や ミヤ マハ ン 
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了 才 欢 公 落 革 让 革 灌 木 思 森林 限界 上 D EER CHD THART SARL Iz Loe To. Z 
れ が 中 部 山岳 地方 に 比較 し て ベニ ヒ カ ゲ の 分 布 下限 が 高 標高 地 に 押上 げ ら れ て いる 要因 で ある . 


つま り Fig. 16 に 示す よう に , 東北 地方 で 分 布 の 下限 線 が 比較 的 高 標高 に と ど ま っ て いる 要因 は , 亜 高 
山 針葉樹 林 帯 の 欠如 する 山系 で は , 


1 落葉 広葉 樹 は , 持 抗 する 勢力 で ある 針葉樹 が 存在 し な ら た め に より 高 標高 地 に まで 侵 出 し て いる . 
2 落葉 広葉 樹林 帯 内 で は 沢 沿 いな ど 表 土 の 不安 定 な 所 で も 草原 が 存続 し に くい . 


と いう 二 重 の 意味 で ベニ ヒ カ ゲ の 生息 域 を 高 標高 地 に 押上 げ る 方 向 に 働く た めで ある . Fig. 18 に それ 
ら の 関係 を 模式 的 に 示す . 


5. 亜 高 山 帯 針葉樹 林 と ベニ ヒ カ ゲ の 分 布 


東北 地方 に お いて は 亜 高 山 帯 針葉樹 林 の 構成 樹種 は オオ シラ ビ ソ と コメ ツガ の 2 種 (本 節 と 6 節 で は 
以下 単に 針葉樹 林 と 称す る ) で 代表 で きる た め , これ ら 2 種 と ペニヒ カゲ の 分 布 を 山系 単位 で Table 1 
に 示す . 


比較 の た め 奥 只見 地方 の 一 部 の 山々 も 含め て いる . 表 で 針葉樹 林 の 分 布 は 梶 (1982) に 因 る . 同一 山系 
内 に 針葉樹 林 帯 の ある 山 と 無い 山 が 存在 する 場合 は 無い 山名 を 全て 列挙 し て ある . 


Table 1 に お いて 針葉樹 林 と ベニ ヒ カ ゲ の 分 布 は 次 の よう に 類型 化 で きる . 
(1) 針葉樹 林 が 繁蔵 する 山系 (タイ プ CO) 


八幡 平 の よう に 山頂 まで 針葉樹 林 に 覆 わ れ た 山 か ら , 森吉 山 の よ うに 山頂 部 に は 風 衝 草 原 の 広 が る 山 
な ど 植 生 に は 変異 が ある . 


ASE AT は 分 布 し な い : 
岩木 山 (1,625 m; Fig.9), 八甲田 山系 GRR AR, 1585 m; Fig. 10), 森吉 山 (1454 m), 八幡 平 
(1,614 m; Fig. 11), 岩手 山 (2,041 m), 駒ヶ岳 山系 (最高 峰 は 駒ヶ岳 , 1,636 m), 薬師 岳 (1,645 m), 五 
葉山 341m), 吾妻 山系 (最高 峰 は 西 吾妻 山 , 2.074 m), SRY (1,819 m), 安達 太郎 山 (1.708 m), 
群馬 ・ 栃 木 県 境 の 山々 CABAL, 2,060 m な ど ) 


岩木 山 は ブナ 林 の 上 部 山腹 は 純度 の 高い 全 舞 型 の ダケ カン バ 低 木 林 が 占め 林 床 に ムツ ノ ガ リヤ ス や 
広葉 草本 が 広がり 石塚 (1978) は この 植生 を 偽 高 山 帯 の 特異 例 と し て いる が , 北 一 西 面 の 尾根 筋 に 
コメ ツガ が 低木 林 が 広く 存在 し 梶 (1982) は オオ シラ ビ ソ の 生育 も 挙げ て いる の で タイ プ CC に 含め 
た . また 有 駒ヶ岳 は 乳頭 山 に いた る 尾根 筋 に ハク サン フウ ロ や トウ ゲ ダブ キ な どの 草原 が 見 られ る が オ 
オシ ラビ ソ の 樹林 に 囲ま れ た 湿原 が ある な ど 針 葉 樹林 を 有する 山 の 特 徴 が 強い の で タイ プ CC と し 
て いる . 
AERP DSA: 
早 池峰 山系 (最高 峰 は 早 池 峰山 , 1,914 m) 


D 針葉樹 林 が 繁茂 する が 一 部 に 針葉樹 林 を 欠く 山 を 含む 山系 (タイ プ Cp) 


ペニヒ カゲ は 分 証し な 
白神 山系 (最高 峰 は 向 白神 岳 , 1,250 m), 蔵王 山系 (最高 峰 は 熊野 岳 , L840 m), 那須 山系 (最高 峰 は 
茶臼岳 。 1,898 m) 


(3) 大 局 的 に は 偽 高山 帯 が 広がる が 一 部 地域 に 針葉樹 林 の 微小 林 分 が 生育 する 山系 (タイ プ Po 


ベニ ヒ カ ゲ は 分 布 し な い : 

栗駒 山系 (最高 峰 は 栗駒 山 , 1,628 m; Fig. 12) 
ベニ ヒ カ ゲ が 分 布 : 

焼 石 山系 (最高 峰 は 焼 石 岳 , 1.548 m), 鳥海 山 (2.230 m), All (1,980 m), 飯豊 山系 (最高 峰 は 大 日 
岳 , 2.128 m), 越後 三山 (最高 峰 は 中 ノ 岳 , 2.085 m) 
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Distribution of Erebia niphonica and main coniferous species to subalpine zones of 


Am: Abies mariesii (オオ シラ ビン ソ ), Td: Tsuga 














No Mt. Name 山 名 = ay onal Erebia Remarks 
1 Mt Iwakisan 岩木 山 1,625 CC O x 
2 Mts Hakkouda 八甲田 山系 1,585 CC O x 
3 Mts Shirakami 白神 山系 L243 Cp O x 
3a Mt Mukoushirakamidake ”向 白 神 后 1,250 x x 
3b Mt Kodake 小 后 1,042 x x 
4 Mt Moriyoshiyama 森吉 1,454 CC © x 
5 Mt Hachimantai 八幡 平 1614 CC O x 
6 Mt Iwatesan 岩手 山 2.041 CC O x 
7 Mt Daibutsudake 大 仏 岳 1,167 PP x x 
8 Mt Komagatake 駒ヶ岳 1,636 CC (9 x 
9 Mts Waga 和賀 山系 1,440 PP x E 
10 Mts Hayachine 早 池峰 山系 1,914 CC O O 
11 Mt Mahirudake RA 1,060 PP x x 
12 Mt Goyouzan 五葉 山 1,341 CC O x 
13 Mts Yakeishi 焼 石山 系 1,548 Pc x © Td locally on Mt Kyouzu- 
kasan 
14 Mt Choukai 鳥海 山 2,230 Pc x © Td localy on Mt Inaku- 
radake 
15 Mt Hinotodake TH 1,146 PP x x 
16 Mts Kurikoma 栗駒 山系 1,628 Pc X x 
16a Mt Magusadeke PRES 1,424 O x 
17 Mt Yamabushidake 山伏 績 1,513 PP x ※ 
18 Mt Torageyama Fee 1,433 PP x x 
19 Mt Kamurosan 神 室山 1,365 PP x x 
20 Mt Gassan Aw 1,980 Pc x © Am locally at Baramomi- 
sawa 
21 Mt Hayama 葉山 1.462 PP x x 
22 Mts Hunagata 船形 山系 1,500 PP x x 
23 Mts Asahi 朝日 連峰 1.870 PP x O 
24 Mts Zaou 蔵王 山系 1,840 Cp O x 
24a Mt Gandosan EFU 1,485 x x 
25 Mts Tide 飯豊 連峰 2.128 Pc x O Td locally on Mt Onishi- 
dake etc. 
26 Mts Azuma 吾妻 山系 2.074 CC C) x 
27 Mt Adatarayama 安達 太郎 山 1,700 CC O x 
28 Mt Bandaisan aE PELL 1819 CC O x 
29 Mt Sumondake 守门 项 1,538 PP x x 
29a Mt Asakusadake 浅草 岳 1,585 PP x x 
29b Mt Kemouyama 毛 猛 山 1,517 PP x x 
29c Mt Mijougatake RK TE 1,553 PP x x 
30 Mts Echigo-sanzan 越後 三山 2.003 Pc x O 
30a Mt Aderayama 阿 寺 山 1,509 O x 
31 Mts Nasu 那須 山系 1,898 Cp O x 
3la Mt Kasshizan 甲子 山 1,549 x x 
31b Mt Sanbon-yaridake 三 本 槍 績 1,917 x x 
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Fig. 15. Vertical distribution of the habitat of 五 niphonica in Central and Northern Honshu 
(X: upper limit, @: lower limit, A: summit level, unit in meters). 
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Fig. 16. Relations of warmth index 45WI (yearly accumulation of monthly mean temperature 
in °C) (a) Mt Kabutoyama. (b) Mt Shirokomori. (c) Mt Tengusumoutoriyama. 
(d) Mt Iwaigameyama. (e) Mt Ooishiyama. (f) Mt Mikunidake. (g) Mt Hak- 
kaisan. (h) Mt Mitsuishiyama. (i) Mt Mikuniyama. (j) Mt Kosajikiyama. (k) Mt 
Nodanishoujiyama. ( Mt Choushigamine. (m) Mt Nyuugasayama. (n) Mt Go- 
shoyama. (o) Mt Shirakurayama. (1) Mt Kabutoyama. (2) Mt Kyouzukasan. (3) 
Upper reaches of Ishibane-sawa, Mt Gassan. (4) Mt Tengusumoutoriyama. (5) Mt 
Iwaigameyama. (6) Mt Hokotatemine. (7) Mt Mikunidake. (8) Mt Hakkaisan. 
(9) Yagisawa-Akabanesawa, Tonegawa. (10) North slope, Mt Happouyama. (11) 
Yunodani, Mt Hakusan. (12) Uminokuchi, Mt Yatsugatake. (13) Tokonami 
plateuau. (14) Nishimata, Ooigawa. (15) Upper reaches of Shirakuragawa. 
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(④ 針葉樹 林 を 欠き 偽 高山 帯 が 広がる 山系 (タイ プ PP) 


ベニ ヒ カ ゲ は 分 布 し な い : 
真昼 岳 (1.060 m), AA (1.167 m), 山伏 岳 (1.513 m), 虎 毛 山 (1.432 m), 神 室山 (1,365 m), 丁 岳 
(1,146 m), 葉山 (1,462 m), 船形 山系 (最高 峰 は 船形 山 , 1.500 m; Fig. 13), 毛 猛 山 (1,517 m), REY 
fe (1,553 m), 守 門 (1,538 m), 浅草 岳 (1,585 m) 

ベニ ヒ カ ゲ が 分 布 : 
和賀 山系 (最高 峰 は 和賀 語 , 1,440 m), 朝日 山系 (最高 峰 は 大 朝日 二 , 1,870 m) 


6. 各 類 型 に 関す る 考察 
O 亜 高山 淀 針 葉 樹林 と の 関係 


Fig. 19 は 2.5 万 分 の 1 地形 図 の 1 図 副 を 単位 と する メッ シュ で 針葉樹 林 と ベニ ヒ カ ゲ の 分 布 を 表し て 
いる . 図 に 見 る よう に 中 部 山岳 地方 で は ベニ ヒ カ ヵ カゲ と 針葉樹 林 は 基本 的 に は 同一 山系 に 共存 し て いる 
DS, 東北 地方 で は 針葉樹 林 の 分 布 す る タイ プ CC お よび Cp の 山々 に は , 超 塩基 性 土壌 に よっ て 森林 限 
界 が 低く 抑え られ て いる 早 池峰 山系 を 除い ぃ て ベニ ヒ カ ゲ が 分 布 し て いな い の が 大 き な 特 徴 で ある . 


刈 葉 樹林 帯 で は 峠 の よう な 風 の 通 り 道 の 風 上 側 (Fig. 3) ある い は 風下 側 (Fig. 4) に 発達 し た 安定 的 な 
草原 を 生息 地 と し て いる 例 も ある が , その 大 部 分 は 沢 沿い に 生じ る 選 移 途中 の 不安 定 な 草原 を 生息 地 
と し て お り , 年 月 を 経る に つれ て 植生 が 遷移 し 準 木 な ど で 覆 われ て 絶滅 し た り , また 新た に 生成 され 
た 革 原 に 移住 する な どの 変動 が ある . これ ら は , 自然 環境 で は な い が 針 葉 樹林 帯 を 切り 開い て 開拓 さ 
れ た 林道 や 別荘 地 な ど 人 工 的 環境 (Fig. 8) に 新た に ベニ ヒ カ ゲ が 侵 出 する 事例 と し て 各地 で 観察 きれ 
て いる . と の よう な 環境 で は 一 時 的 に 大 発生 が 見 られ て も 何 年 か 後に は 生息 数 が 激減 し た り , 植生 群 
落 の 変化 に 対応 し て ベニ ヒ カ ゲ が 減少 し クモ マ ベ ニ ヒ カ ゲ が 増加 する な どの 現象 が 観 突 きれ て いる . 


中 部 山 病 地方 で は 亜 高山 帯 針葉樹 林 の 上 部 の 森林 限界 付近 に ダケ カン バ 林 の 林 床 一 林 縁 植生 と し て 高 
茎 草原 が 存在 し , ベニ ヒ カ ゲ の 安定 し た 生息 地 を 形成 し て いる た め , 針葉樹 林 帯 に 生じ る 乱 移 途中 の 
革 付 き に ベニ ヒ カ ゲ が 飛来 し 発生 する と いう 状況 が 成り 立っ て いる も の と 考え られ る . これ に 対し て 
東北 地方 の 山々 で は 鳥海 山 と 岩手 山 以外 は 森林 限界 を 抜き ん 出る 高度 を 欠い て いる た め , 亜 高山 帯 針 
葉 樹 が 生育 し て いる 山々 で は 山頂 付近 まで 樹林 に 響 われ 安定 的 な 生息 地 が 欠如 し て いる 事 が , CHS 
の 山々 に ベニ ヒ カ ゲ が 生息 で き な い 原因 で あろ う . 一 部 に 山頂 付近 の 狭い 範囲 に 風 衝 草 原 や 雪 田 草原 
の 存在 する 山 は ある が , その よう な 草原 で は 第 1 報 で 述べ た ベニ ヒ カ ゲ が 生息 で きる 気候 的 環境 が 継 
続 的 に 維持 で き て こ な か っ た と 巻 え られ る . 


中 部 山 績 地方 で も 例え ば 南ア ルプ ス の 周辺 部 に 位置 する 釜 無 山 や 大 無間 山 な ど 標 高 の 低い 山 で は 山頂 
部 まで 針葉樹 林 に 徐 われ な が ら , 針葉樹 林内 の 草原 や や 崩壊 地 に ベニ ヒ カ ゲ が 発生 し て いる . そし て こ 
れ ら の 山々 は 森林 限界 を 超え る よう な 高峰 か ら は 遠く 隔たり , 現在 で は 高峰 の 個体 群 と の 間 で 交流 が 
ある と は 考え られ な い (mtDNA の 分 子 系 統 解 析 で は 釜 無 山 , 大 無間 山 共 に 南ア ルプ ス 主 往 線 部 と 同一 
グル ー プ に 属す る , 関口 他 , 2000: 中 谷 他 , 2001)). つ まり これ ら の 山々 は 東北 地方 で 針葉樹 林 の 茂る 
山々 と 同様 の 環境 条件 に あり な が ら 現 在 で も ベニ ヒ カ ゲ が 生息 し て いる が , この よう な 山々 に お ける 
生息 地 の 経 年 変動 を 観察 する 事 で . タイ プ CC, Cp に 属す る 山々 に ベニ ヒ カ ゲ が 生息 し て いな い 原 因 
に 関す る ヒン ト が 得 ら れる 事 と 考え , 中 部 山岳 地方 で の 調査 を 進め て いる 


(2) 生息 域 の 標高 幅 か ら の 考察 


偽 高 山 帯 の 広がっ て いる タイ プ Pc お よび PP の 山系 で も ベニ ヒ カ ゲ の 生息 し な い 山 々 が ある . Fig. 20 
は 山系 単位 で 針葉樹 林 と ベニ ヒ カ ゲ の 分 布 状況 を 表し , ベニ ヒ カ ゲ の 分 布 す る 山系 毎 の 最も 標高 の 高 
い 山 と 低い 山 を 折れ 線 で 繋い で 示す . また 最低 標高 の 山 と し て 上 越山 系 で 最も 低い 三石 山 を 参考 まで 
に 加え て ある . 図 で みる よう に ベニ ヒ カ ゲ の 生息 する 山系 は , 独立 峰 で ある 鳥海 山 と 月 山 を 除け ば 高 
標高 を 有する 山 を 含め て 多数 の 峰 々 か ら 構 成 さ れ て いる . この よう な 山系 で は 十分 な 標高 と 複雑 な 地 
形 と が 後 水 期 の 気候 の 激変 に も 係わら ず 山 系 内 に 多様 な 草原 環境 を 継続 的 に 維持 で きた で あろ う . 


それ に 対し て 真昼 岳 , TE, 守 門 績 な ど 奥 只見 の 4 山 は 標高 が 不足 気味 で あり , AIAG, RE, 虎 毛 
山 は 独立 峰 で あり , 白神 山系 , 神 室山 。 船形 山系 は 山系 の 規模 が 小さ く て 環境 の 多様 性 を 維持 で き な 
か っ た と 考え られ る . 十分 な 標高 を 有 し か つ 山 系 と し て の 面 的 な 広がり も ある 栗駒 山系 に 生息 し な い 
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Fig. 17 
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(a) Henatare-sawa (b) Kurokawa-river 


. Habitat of E. niphonica and floral zone, comparison with Central and Northern 
Honshu. (a) Northern Honshu: Henatare-sawa, Mt Asahidake (Mts Waga). (b) 
Central Honshu: Kurokawa-river, Mt Komagatake (Central Alps). Bl: Broad-leaved 
forest, Co: Coniferous forest, Be: Tall Betula forest, Sc: Scrub, Gr: Grass land, Er: 
habitat of E. niphonica. 










Lower limit of 


Pseudo-alpine zone 


(a) Central Honshu (b) Northern Honshu 


Fig. 18. Schematic vertical distribution of floral zone and ŒE. niphonica, comparison with 


Central and Northern Honshu. (1) Deciduous broad-leaved forest (Fagus crenata). 
(2) Subalpine coniferous forest. (3) Alpine grass land mixed Betula ermanii. (4) 
Alpine grass land and low scrub (Pinus pumila). (5) Alpine fell-field. (6) Deciduous 
scrub forest. (e) Habitat of Erebia niphonica. 


要因 の 解析 に は 植生 や 地 史 に つい て さら な る 情報 の 蓄積 が 必要 で ある . た だ し これ ら の 山々 に つい て 
は さら に ベニ ヒ カ ゲ の 分 布 調査 を 徹底 する 余地 も ある だ ろう . 


な お , 新潟 ・ 群 馬 県 境 の 利根 川 源流 の 山々 は , 本 論 で も 触れ た 越後 三山 の 他 に も 針葉樹 を 欠き ベニ ヒ カ 
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FOES AFHL (1,809 m)。 下 津川 山 (1.928 m), 小沢 岳 (1.944 m), 針葉樹 が 生育 する が ベニ ヒ カ ゲ 
も 生息 する 平 ケ 岳 (2,140m), M7 AW (1.998 m), 越後 沢山 (1,861 m), 大 水上 山 (1,840 m), 大 白沢 山 
(1,942 m), 白沢 山 (1,953 m), 至 仏山 (2,228 m), 巻 機 山 (1.962 m) RE, お よび 針葉樹 が 茂り ペニヒ カ 
ゲ の 生息 し な い 藤 原山 (1,750 m), RELU (2.001 m), oE (2.346 m) な ど , 多様 な 植生 と ベニ ヒ カ ゲ 
分 布 の 組み 合わ せ が 含 まれ る . 狭い 範囲 で 偽 高 山 帯 を 有する 山 か ら 針葉樹 の 繁茂 する 山 まで 植生 の 移 
行 が 見 られ , ベニ ヒ カ ゲ の 分 布 成因 を 考え る 上 で きわ め て 興味 深い 地域 で ある . 


(3) ヒ プ シ サー マル 期 の 森林 帯 上 昇 は どの 程度 あっ た か 


日 本 の 晩 氷 期 か ら 現 在 に 至る 植生 の 変遷 に つい て は , 主 に 花粉 分 析 の 成果 に よっ て か な り 明 ら か に さ 
れ て お り , 古い 順に RI (寒冷 時 代 , 12.000-9.000 B. P.), RIT (温暖 時 代 , 9,000-4,000-3,000 B. P.), RII QR 
ERRI, 3,000-4,000 B. P. 一 現代 ) (絶対 年 代 は 異説 が あり , また RII は 人 類 関 与 の 度合 いで 2 分 する 事 
が ある ) と 区 分 きれ て いる . これ ら の 変遷 の うち 最も 注目 され る の は 現在 より も 温暖 な 時 期 が 存在 し 
た 事 で , 生物 全般 の 分 布 に 大 き な 影 響 を 与え を た と 考え を られ て い ぃ る. この 温暖 期 ( ヒ プシ サ ー マ ル 期 ) は 
日 本 で は 8,500-7,000-4000 B. P. に 置か れ て いる . この 温暖 期 の 気温 上 昇 に よっ て , 植物 の 垂直 分 布 帯 
の 下限 は 現在 より 200-400 m 高く な っ た が , その 後 の 低温 化 に よっ て 現在 の 位置 まで 引き 下げ られ た 
と み ら れ て いる (例え ば 塚田 , 1967). 


一 方 ベニ ヒ カ ゲ の 分 布 状況 を そ み る と Fig. 16 に 示す よう に 山の下 限 線 と 分 布 の 下限 線 の 隔たり は , 中 部 
山岳 地方 に あっ て は 約 400-500 m ある も の の 東北 地方 で は 100 m BL Pee, 生息 域 の 標高 差 が 数 十 
m 程度 の 山々 が 多く み ら れ る . と くに 焼 石山 系 の 白子 森 , 驚 ケ 森 山 は 経塚 山 と は 峰 続き で ある が , その 
生息 域 の 標高 差 は 僅か に 10-20 m 程度 し か な い . この よう な 東北 地方 の ベニ ヒ カ ゲ の 生息 状況 か ら 判 
断 す る と , 少な く と も これ ら の 山系 で は それ ほど 樹林 帯 の 上 昇 現象 は な か っ た と 見 な さ ざ る を 得 な い 
の で ある . 





7. 地 史 的 な 面 か ら の 総説 。 今後 の 展開 に 備え て 


日 本 海 側 の 第 一 線 の 山々 に オオ シラ ビ ソ な ど 針 葉 樹林 帯 が 欠如 し , SV IDR ORE REALE 
原 か ら な る 依 高 山 帯 が 広がる 原因 と し て は , 古く か ら 多 雪 に よる 積雪 圧 ( 四 手 井 , 1956 他 ), 冬 の 強い 
季節 風 (太田 , 1936 他 : 牧田 ・ 小 川 , 1978), その 相乗 効果 な ど 諸 説 が 提起 きれ て きた が , 北ア ルプ ス や 
白山 な ど 東 北 地方 と 同様 の 多 雪 山地 に オオ シラ ビ ソ が 生育 し て いる 事実 を うま く 説 明 し きれ な い . A 
塚 (1978) は , 今 よ り 少 雪 で あっ た 最終 水 期 に は 針葉樹 林 が 現在 より 広範 囲 に 生育 し て いた が , 後 永 期 
の 温暖 ・ 多 雪 化 に 伴っ て 分 布 域 が 狭め られ た と 考え た . そし て , 鳥海 山 や 月 山 , 栗駒 山系 和 株 岳 に 見 られ 
る コメ ツガ , オオ シラ ビ ソ の 徴 小林 分 は その 遺存 林 で ある と みな し た . 


梶 (1982) は ヒ プ シ サー マル に 注目 し , 当時 は 垂直 分 布 帯 が 現代 と の 平均 気温 の 差 に 相当 する 300-400 
m 高い 位置 まで 上 昇 し . それ より 低い 山 で は 針葉樹 は ブナ 林 に 追い 出さ きれ て し まっ た と 考え た . その 
後 気温 の 低下 で ブナ 林 の 上 限 も 低下 し た が , いっ た ん 消滅 し た 針葉樹 は 回 復 で きず その 跡地 が 「 偽 高山 
帯 ] に な っ た と いう 説 を 提起 し 多く の 支持 を 得 て き た . 


その 後 東北 地方 の 諸 高 山 で 花粉 分 本 を 行っ た 守田 (1987 他 ) は , オオ シラ ビ ソ が 分 布 を 拡大 し て 亜 高 . 
山 帯 を 広く 覆う よう に な っ た の は 約 3,000 年 前 以降 の 現象 で , それ 以前 に は 偽 高 山 帯 の 景観 が 広がっ て 
いた と 推定 し た . 守田 (1998) お よび 杉田 (1990) ら の 考察 に よる と , 氷 期 に お ける 針葉樹 林 の 構成 種 
の うち , 乾燥 ・ 大 陸 的 な 水 期 の 気候 に 適応 的 な アカ エゾ マツ 類 , カラ マツ 類 , チョ ウ セ ン ゴ ヨウ は , 后 
水 期 の 湿潤 ・ 海 洋 的 な 環境 へ の 急激 な 変化 ,. と くに 多 雪 化 の 中 で 壊滅 的 に 衰退 し て いっ た . 多 雪 化 が 比 
較 的 著しく な か っ だ た 太平 洋 側 の 山地 で は コメ ツガ , シラ ビ ソ , トウ ヒ が 残存 し た が , 多 雪 化 の 著しかっ 
た 日 本 海 側 の 山々 で は これ ら の 樹種 も 衰退 し , 空白 の 空間 「 億 高山 帯 ] が 生じ た . 代わ っ て 混 潤 ・ 海 洋 
的 な 韻 氷 期 の 気候 に 適応 的 な オオ シラ ビ ソ は , 氷 期 の 針葉樹 林 で は 稀 な 種 で あっ た が , 後 氷 期 に その 
空間 域 を 埋め て 分 布 を 拡大 する 方 向 に 向かい , や が て 亜 高 山城 を 広く 覆う に 至っ た . し か し , 一 部 の 
山々 で は 分 布 の 拡大 開始 が 遅れ た り 拡 大 で き な か っ た り し て , 現在 も | 偽 高 山 帯 ]」 が 残っ て いる と する 


RAN OD D DRA, 樹木 と 比較 し て 生息 地 を 変更 する こと に 順応 性 が 高く , 急激 な 温暖 化 に も 追従 
し て より 高 所 , ある い は 北方 に 逃避 で きた と み ら れ る . し か し 東北 地方 に お ける ベニ ヒ カ ゲ の 現在 の 
分 布 の 下限 線 が , 山頂 か ら わ ず か 100 m 前 後 の 低い 高 さ に 存在 し , な か に は 焼 石山 系 北部 の 白子 森 , R 
ケ グ 森 山 な ど 山頂 か ら 数 十 m に 満た な い 例 が ある こと や , 東北 地方 の ペニヒ カゲ と 針葉樹 林 の 分 布 状況 
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. Distribution of E. niphonica and sub-alpine coniferous forests (Abies mariesii, オオ シラ ビ 
V and Tsuga diversifolia; コメ ツガ ) in Central and Northern Honshu. Red circle denotes 
distribution of E. niphonica. Green circle denotes distribution of sub-alpine coniferous 
forest. Blue circle denotes distribution of E. niphonica also sub-alpine coniferous forest. 
Yellow area alt. 1,000 m summit level. Brown area alt. 1,400 m summit level. Map is based 
on a summit level map by National Research Institute for Earth Sciences and Disaster 
Preventation (NIED) and division into 7.5’ x 5’ (longitude and latitude) squares, each one of 
them is considered as one locality. Distribution of sub-alpine coniferous forest is based on 
Kaji (1980) with some revisions by authors field observation. 
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Fig. 20. Distribution pattern of E. niphonica and sub-alpine flora of the selected mountains in 
northern Honshu. Solid triangle: E. niphonica. Solid rectangle: coniferous forest. 
Open triangle: without coniferous forest nor E. niphonica. Line: upper and lower 
summit in the mountain chain of E. niphonica inhabit. Numbers correspond to Table 
1. (1) Mt Iwakisan. (2) Mts Hakkouda. (3) Mts Shirakami. (4) Mt Moriyo- 
shiyama. (5) Mt Hachimantai. (6) Mt Iwatesan. (7) Mt Daibutsudake. (8) Mt 
Komagatake. (9) Mts Waga. (10) Mts Hayachine. (11) Mt Mahirudake. (12) Mt 
Goyouzan. (13) Mts Yakeishi. (14) Mts Choukai. (15) Mt Hinotodake. (16) Mts 
Kurikoma. (17) Mt Yamabushidake. (18) Mt Torageyama. (19) Mt Kamurosan. 
(20) Mt Gassan. (21) Mt Hayama. (22) Mts Hunagata. (23) Mts Asahi. (24) 
Mts. Zaou. (25) Mts lide. (26) Mts Azuma. (27) Mt Adatarayama. (28) Mt Ban- 
daisan. (29) Mts Okutadami. (30) Mts Echigo-sanzan. (31) Mts Nasu. (32) Mt 
Mitsuishiyama. 


の 背 反 性 等 か ら 考 える と , 東北 地方 で ASL] の 現存 する 山々 で は 最終 氷 期 以降 現代 まで 草原 環境 
が 継続 的 に 広がっ て いた と する 説 が 強く 支持 され る の で ある . 


東北 地方 で 十分 な 標高 を 有 し な が ら ベ ニ ヒ カ ゲ の 産 し な い 山 々 に は も と も と ベニ ヒ カ ゲ が 分 布 し て い 
な か っ た の か , ある い は 後 氷 期 に 至っ て 針葉樹 林 の 侵 出 で 生息 環境 の 草原 と 共に 絶滅 し た の か , 可能 
性 と し て は 両方 が 考え られ る . 関口 他 (2000) は 日 本 各地 の ベニ ヒ カ ゲ の nmtDNA 分 析 に より , 東北 地 
方 の 各 山系 の 個体 群 の 間 に は わずか な が ら DNA に 差異 が あり 数 万 年 前 に は すでに 山系 毎 に 隅 離 分 布 
が 形成 され て いた 事 を 示唆 し て いる (DNA の 相違 か ら 蝶 類 の 分 岐 年 代 を 推定 する 方 法 に つい て は ま 
だ 定説 が な く , 今後 の 研究 進展 に より この 年 代 は 修正 され る 可能 性 が ある が , 花粉 分 析 の 結果 か ら 推 
定 き れ た オオ シラ ビ ソ の 分 布 拡 大 時 期 で ある 数 千年 前 と いう 年 代 と 逆転 する 可能 性 は 考え られ な い ). 
これ は 中 部 山岳 地方 に お いて は 広範 囲 の 山系 聞 で DNA に 差違 が な く 比 較 的 近年 ま で 遺伝 子 の 変 流 が 
な され て きた と み ら れ る 現象 と 比べ て 顕著 な 特徴 で ある . 一 方 東北 地方 の 各 山 に 亜 高山 帯 針葉樹 林 の 
主要 な 構成 時 素 で ある オオ シラ ビ ソ が 繁茂 し は じ め た 時 期 に つい て は 前 述 の よう に た か だ か 数 千年 前 
以降 で ある と いう . また 日 本 各地 の オオ シラ ビ ソ 個体 群 の 遺伝 子 の ば ら つ き (allozyme variation) を 比 
較 し た Suyama et al (1997) に よる と , 中 部 地方 の オオ シラ ビ ソ は 山系 毎 の 遺伝 子 の 差異 が 大 きい が , 
東北 地方 各地 の オオ シラ ビ ソ で は 遺伝 子 の ば ら つ き が きわ め て 少な い . つま り 東 北 地 方 に お いて は 比 
較 的 近年 に いた っ て オオ シラ ビ ソ が 一 斉 に 分 布 を 拡大 し た と み ら れ る と いう . これ ら の 事 か ら 考 察 す 
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puis 


る と, 東北 地方 に お いて は か な り 早 い 時 点 で ベニ ヒ カ ゲ が 山系 毎 に 隔離 分 布 の 状態 に な っ て お り , F 
オシ ラビ ソ が 亜 高 山 帯 に 分 布 を 広げ て きた 時 代 に 退路 を 断 た れ て 絶滅 し て いっ た 山系 が 多かっ た の で 
は な いか , つま り 現 在 オ オシ ラビ ソ の 繁茂 する 東北 地方 の 山々 で は 当初 か ら ベ ニ ヒ カ ゲ が 分 布 し て い 
な か っ た と いう より は , 多く の 山々 で は オオ シラ ビ ソ の 侵 出 に つれ て 絶滅 し て いっ た と いう 構図 が 想 
起き れる . も ちろ ん 東北 地方 の ベニ ヒ カ ゲ の 分 布 成因 に は 他 の 要因 . と くに 火山 の 噴火 な ど 複 数 要因 
の 相乗 効果 の 結果 で ある と 考え られ る が , オオ シラ ビ ソ の 分 布 成因 と 強く 結び つい て いる こと は 間 違 
いな いで あろ う . 


な お 東北 地方 の 主 な 山々 の 多 く が 火山 で あり , ベニ ヒ カ ゲ の 分 布 す る 山 で は 焼 石 山系 , 鳥海 山 , 月 山 
D, また 分 布 し な い 山 々 で は 5. (1)-(④ に 挙げ る ほとん ど が 火山 で ある . ベニ ヒ カ ゲ の 分 布 に 及ぼ す 火 
山 の 影響 も また 大 きい と み ら れ る が 亜 高山 帯 針葉樹 林 と の 関連 を 論じ る 本 論 の 趣 紀 か ら 外 れる の で 割 
BL TWA. 





aE 


最後 に , 東北 地方 各地 の 花粉 分 析 の 論文 に より 貴重 な 示唆 を 与え を て くだ さり , また 出版 準備 中 の 草稿 
を 恵 送 いた だ いた だ 岡山 理科 大 学 自然 科学 研究 所 の 守田 益 宗 氏 , 雪 田 や 害 田 植生 に つき ご 教示 いた だ い 
た 元 国立 環境 研究 所 の 土屋 歳 氏 , 研究 の 端緒 を 開く 示唆 を 与え て 頂い た 山岳 研究 家 池 田 昭 二 氏 , 北ア 
ルプ ス に 関す る 多く の 未 発表 情報 を 提供 頂い た 西村 公夫 氏 , 各地 に お ける 生息 地 の 状況 に つい て ご 教 
示 い た だ いた 川辺 愛 徳 , 久慈 一 英 , 高橋 真弓 , 武田 隆 , RAE, 浜 栄一 , 布施 英明 , 保坂 満 , 細谷 順 義 の 
諸氏 (GHD, お よび 日 頃 か ら 有 益 な 議論 を いた だ いて いる 麻生 紀章 , 関口 正幸 両氏 を は じ め べ ベニ 
ヒ カ ゲ サロ ン の 方 々 に 深く 感謝 する . また 私 事 な が ら , 東北 地方 の ベニ ヒ カ ゲ の 探索 に つい て 初期 の 
頃 に は 同行 し . その 後 も 絶え ず 励 まし 理解 を 示し て くれ た 第 一 著者 中 谷 の 亡き 妻 智子 の 協力 を 多 と し 
た い . 
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Summary 


In northern Honshu, Japan, Erebia niphonica inhabits regions of heavy snowfall on mountains which are 
situated facing the Sea of Japan with no obstacle. The alpine climate is cold, resulting in much snowfall 
in winter under the Japan Sea climate. Three vertical vegetation zones i e. the mountain zone, the 
“pseudo-alpine zone” and the alpine zone can be distinguished on these mountains. The subalpine 
coniferous forest zone which is usually found in the Japanese mountains is not recognized. Depth and 
duration of snow cover and snow-slide, related to the topographic conditions, are probably the most 
important factors for the distribution of the plant communities on these mountains. The vegetation of the 
pseudo-alpine zone is characterized by various scrub communities and alpine herbaceous communities 
which ŒE. niphonica inhabits. Scrub communities such as Quercus mongolica var. undulatifolia, Sorbus 
commixta, Alnus crispa constitute the forest limit. The forest limit is quite irregular in elevation. The 
Hayachine Mountains, the easternmost habitat of E. niphonica in Honshu, are built up chiefly of Paleozoic 
serpentinite and peridotite. The mountain has a unique flora and vegetation. The distribution of E. 
niphonica is limited to the non-forest vegetation of the alpine, serpentinitic area. 


By contrast, in the mountainous district of Central Honshu, E. niphonica inhabits the narrow herbaceous 
zone on the slope along ravines in the subalpine coniferous forests zone, the alpine herbaceous zone near 
the forest limit with communities of sporadic Betula ermanii, and the higher alpine herbaceous zone. 


As a first step of the studies, distribution of E. niphonica in high mountains located in Honshu was 
investigated on the basis of field observation and the literature. On the basis of the data, the height of the 
summit of every mountain to which E. niphonica is indigenous and the lowest altitude at which the species 
occurs were plotted on two dimensional graphs of altitude and latitude. A line obtained by connecting 
the lowest heights in latitude ranges declines gently northwards along the latitude (Fig. 15). The lowest 
altitude at which the species occurs in the same mountains likewise gave the lowest line of vertical 
distribution of E. niphonica. As seen in Fig. 15, these two sorts of lines are nearly parallel to each other 
with distance of altitude of 300 to 400 m in Central Honshu south of Mts Echigo Sanzan, but with distance 
of only 100m or less in Northern Honshu. 


Altitudes of a presumptive plane of 45°C month based on Kira’s warmth index (abbreviated as 45WI) were 
calculated from the monthly mean temperatures at meteorological observatories in Honshu and the altitudes 
of their locations, by using the lapse rate of 0.6°C per 100 m in altitude. Then, the mean altitude of this 
plane in every block of the mesh 20’lat. x 30’long. was calculated from them. 


The 45WI is known as a good separation of mountain zone and subalpine zone, and plotted on two 
dimensional graphs with the above mentioned two lines shown as Fig. 16. It can be seen from Fig. 16, that 
the 45WI lies between the two lines in Central Honshu, but is almost identical with the two lines in 
Northern Honshu. These relations suggest that the temperature is not a principal factor governing the 
distribution of E. niphonica. Other sorts of climatic factors take the place of temperatures as governing 
factors in the northern parts of the distribution areas. The border line of the mountain zone and the 
subalpine zone not only depends on the warmth but also on the balance of vitality and adaptability between 
the communities of the two floristic zones. It is noted that deciduous broad-leaved trees grow at relatively 
higher elevations on mountains lacking the subalpine coniferous forest of Northern Honshu. 


It is also noted that deciduous broad-leaved forest has more adaptability to unstable sites influenced by 
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flood or snowslip than coniferous forest. So the herbaceous zone inhabited by E. niphonica is developed 
in coniferous forest, but not so in deciduous broad-leaved forest. These factors cooperate to push the 
habitat of E. niphonica upwards. 


Fig. 19 shows the distribution map of E. niphonica together with Abies mariesii which is the typical 
coniferous species of the subalpine zone. In northern Honshu Æ. niphonica is distributed together with A. 
mariesii only on the Hayachine Mts on the Pacific Ocean side. 


Two opposite opinions are proposed to explain a well-known phenomenon, that subalpine altitudes of 
mountains are entirely lacking in coniferous forests in regions of heavy snowfall on the Sea of Japan side 
of northern Honshu. One is that A. mariesii, which is a main species of coniferous forests, has declined 
because of the influence of the postglacial warm period. 


The other is based on pollen analysis which shows that A. mariesii was not so developed in the glacial 
period. On mountains with not so much snowfall area, the A. mariesii forest began increasing in the 
subalpine zone about 3,000 years ago, but on mountains with heavy snowfall area A. mariesii forest did not 
begin to increase. 


It is mentioned above that the two lines are nearly parallel to each other with distance of altitude of only 
100 m or the less in Northern Honshu. It is supposed that the A. mariesii forest has not covered the 
subalpine zone of mountains inhabited by E. niphonica up until the present. 
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